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（1）　第 76 号 屋代高校同窓会報　「鳩」

創立100周年に向け事業案を承認
定期総会に代わり「オンライン対談」

The People of the Year　
「今年度活躍した人」賞に９氏、生徒２名

芳　名
（敬称略） 卒業回期 現職等 備　　考

山﨑　裕一 高９回 （株）テクノサーチ相談役
平成25年～令和元年にかけて撮影した、エベレスト、マナスル、モンブラン
等の霊峰や、アラスカ、パタゴニア等の高山植物、オーロラ、氷河などの写
真を『麗峰巡礼』として出版。

春原　正道 高11回 早大野球部　⇒　東芝監督　⇒　
常務取締役

令和３年度、４回にわたり、石山建一元早大監督を伴って、母校野球班を訪
れ、計11日間に及ぶ熱心な指導をされる。

柳沢　　久 高18回
電気通信大・名誉教授
三井住友海上女子柔道部監督を経
て、現在「師範」。

日本の柔道界重鎮として、ソウルオリンピック監督（女子）などを歴任し、
わが国柔道界に貢献。2020東京オリンピックでは、指導された新井千鶴選手

（三井住友海上）が金メダルを獲得。

村松　浩幸 高35回
信州大学教授・同評議員、県ICT教
育センター長。令和４年度から同大
教育学部長に就任予定。

ICT教育時代を迎え、同センター長として長野県教育を牽引する。令和４年
４月からは、信州大学術研究院教育学系長に就任予定、NHK高専ロボコン
審査委員長等も兼ねる。

前田　　理
さとし

高50回
北大・大学院化学反応創成研究拠点
長、2021年ノーベル化学賞受賞のリ
スト教授の共同研究者。

量子化学分野において、「人工力誘起反応法」（Artificial Force Induced 
Reaction）の開発を世界に先駆けて成功。「第18回屋高フォーラム」（生徒
会誌々上）講師。本年２月、第１回長倉三郎賞を受賞。

富永　見佳 高55回 「ちくまこころのクリニック」院長 自治医大 ⇒ 県駒ヶ根医療センター等を経て、千曲市に初となる心の医院を
開院。

久保　亮太 高67回 東京藝術大学大学院生（器楽専攻） 高校時代に県ピアノコンクールで最優秀大賞受賞。本年はデユオユニットを
結成して、東御市、松代町等でOne Coin Concertの演奏活動を展開。

小島　良太 高69回 信州大学教育学部保健体育コース⇒
（株）エムウエーブ

第28回日本選手権1000ｍの初優勝に続き、北京オリンピック日本代表選考会
で、１分８秒35の国内最高記録で優勝し、冬季オリンピックへ（令和４年１
月現在）。

屋
代
高
校
関
係

立石越史　先生
保健体育科教諭

サッカー班指導で卓越した手腕を発揮、レベルの高いと言われる北信地区で、３季連続してベスト４に導かれ
る。新人戦では全国大会に進んだ高校（新人チーム）に０－１の接戦を演じ、今後に期待が高まる。

北沢 都夢
高校２年生

高校総体少林寺拳法で、県チャンピオンとして全国大会に出場し、個人単独演武で決勝進出。学校ではできない
部活動ゆえ、個人で道場に通い稽古に励む。

森　栗之介
附属中１年生 「科学の甲子園」長野県大会で優勝し、県選抜チームに選ばれで全国大会に出場。（令和４年１月現在）

そ
し
て
、
附
属
中
学
校
の
開
設
（
平
成
24

年
・
２
０
１
２
年
）
等
々
―
―
―
に
つ
い
て

も
、
１
０
０
周
年
行
事
に
取
り
入
れ
る
こ
と

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

当
面
、
附
属
中
学
校
の
一
〇
周
年
記
念
事

業
（
式
典
）
は
本
年
11
月
５
日
（
土
）
に
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
の
「
先
輩
の
お
話
を
聞
く
会
」
は
す
で
に

令
和
２
年
度
よ
り
先
行
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
く
事
業
に
つ
い
て
は
、
随
時
承

認
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

実施年度

令
和
４
年
２
月
現
在

　

行
事
予
定

募金

４年

＊�

附
属
中
創
立
10
周
年
記
念
式
典�

（
11
月
５
日
）

３月

５年

＊
草
川
信
を
語
る
（
期
日
未
定
）

＊�

野
球
班
招
待
試
合
（
6
月
４
日
）　

vs
早
実

＊�
吹
奏
楽
班
定
期
演
奏
会�

（
協
賛
・
期
日
未
定
）

＊�

１
０
０
周
年
記
念
式
典（
10
月
28
日
）

７月

100周年記念事業案を決定
「天文台設置90年」、「校歌制定90年」、「長谷川五作先生没後60年」、

「理数科設置30年」、「附属中開設10年」、等の関連行事も検討
　

令
和
４
年
を
迎
え
、
会
員
皆
様

に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
段
、
心
よ

り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。「
コ

ロ
ナ
」
の
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
母
校
並
び
に
同
窓
会
の
た
め

に
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
が
明
け
、
創
立
１
０
０

周
年
の
節
目
も
来
年
に
な
り
ま
し

た
が
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
に
よ
る

３
者
の
連
携
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。「
１
０
０
周
年

史
」、「
会
員
名
簿
」
の
編
集
も
順

調
に
運
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
を
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
に
な
り
、
２
月
に

開
催
さ
れ
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
、
小
島
良
太
選
手
（
高
69
回
）

が
、
そ
の
代
表
選
手
入
り
と
い
う

快
挙
の
報
に
接
し
ま
し
た
。ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
１
、０
０
０
ｍ
で
す

が
、
既
に
高
校
在
学
中
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
４
位
、
国
体
で
２
位
入
賞

を
果
た
し
、
信
州
大
学
教
育
学
部

に
進
学
さ
れ
て
か
ら
は
、
２
年
生

で
そ
の
年
の
国
体
に
お
い
て
、
平

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
２
０
１
８
年
）

で
５
位
入
賞
の
小
田
選
手
を
抑
え

て
優
勝
す
る
な
ど
、
逸
材
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
代

表
選
考
会
で
見
事
に
そ
の
実
力
を

発
揮
さ
れ
、
１
分
８
秒
35
の
日
本

最
高
記
録
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

小
島
選
手
の
こ
れ
ま
で
の
ご
精
進

に
心
よ
り
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、創
立
１
０
０
周
年
を
翌

年
に
控
え
、
時
宜
を
得
ら
れ
た
快

挙
を
共
に
喜
び
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◆

　

我
ら
高
14
回
～
高
19
回
生
世
代

の
共
通
の
恩
師
と
も
言
う
べ
き
、

第
10
代
校
長
・
伊
沢
集
治
先
生
（
註

１
）
に
つ
い
て
前
号
で
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く

先
輩
諸
氏
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
書
家
・
川
村

龍
洲
氏
（
驥
山
館
々
長
・
高
16
回
）

か
ら
は
、
高
校
３
年
時
の
思
い
出

を
承
り
ま
し
た
。
県
書
道
展
で
最

優
秀
賞
の
栄
に
輝
い
た
と
こ
ろ
、

さ
っ
そ
く
伊
沢
校
長
か
ら
お
呼
び

が
か
か
り
「
こ
の
書
を
君
の
筆
で

書
い
て
ほ
し
い
。」
と
言
わ
れ
、
廣

瀬
淡
窓
の
「
道
ふ
を
休
め
よ
他
郷

苦
辛
多
し
と
・
・
」
で
始
ま
る
一

節
を
差
し
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

数
日
後
に
完
成
さ
せ
て
お
届
け
に

上
が
っ
た
と
こ
ろ
、
渡
さ
れ
た
熨

斗
袋
に
は
ピ
ン
札
５
０
０
円
が

入
っ
て
い
た
そ
う
で
、「
当
時
の
授

業
料
月
額
が
６
０
０
円
で
あ
っ
た

こ
と
を
思
う
と
、
大
層
な
高
額
で

あ
っ
た
。
本
当
に
感
激
し
た
。」
と

述
懐
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
沢
校
長

は
、
ご
自
身
の
学
生
時
代
の
親
友

の
こ
と
を
度
々
校
長
講
話
で
お
話

に
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
句

を
選
ば
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い

る
者
で
す
。

◆

　

新
た
な
新
型
肺
炎
感
染
で
予
断

の
許
さ
な
い
状
況
の
中
、
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
、
益
々
の
ご
活
躍
を

切
に
お
祈
り
し
て
、
ま
た
今
後
と

も
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
註�

１
）
伊
沢
集
治
校
長
（
下
伊
那

郡
鼎
町
出
身
、
旧
制
飯
田
中
学

第
27
回
・
東
京
文
理
大
〈
筑
波

大
学
の
前
身
〉
卒
、
昭
和
43
年

松
本
深
高
校
長
か
ら
第
５
代
長

野
県
教
育
長
に
就
任
、
同
47
年

退
任
。）

小
島
良
太
選
手
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
讃
え
る

「
ケ
ネ
デ
イ
校
長
」（
伊
沢
集
治
先
生
）
の
こ
と
（
そ
の
二
）

�

会　

長　

赤　

地　

憲　

一
（
高
17
回
）

「
１
０
０
周
年
讃
歌
」
を
公
募

　
「
屋
代
高
校
創
立
１
０
０
周
年
を
讃

え
式
典
的
な
性
格
を
持
つ
」楽
曲
と
し

て
、歌
詞
を
公
募
し
ま
す
。応
募
は
、教

職
員
・
生
徒
・
卒
業
生
な
ら
ば
ど
な
た

で
も
で
き
ま
す
。応
募
期
間
は
、令
和

４
年
３
月
か
ら
６
月
末
日
で
、
同
窓

会
事
務
局
に
お
届
け
い
た
だ
く
か
郵

送
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
歌
詞

の
採
択
に
は
御
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

小
島
良
太
君（
高
69
回
）は
11
月
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
代
表
選
考
会
の

１
０
０
０
ｍ
で
初
優
勝
し
た
の
に
続

い
て
、12
月
30
日（
木
）、エ
ム
ウ
ェ
ー

ブ
で
行
わ
れ
た
北
京
五
輪
代
表
選
考

会
で
、国
内
最
高
記
録（
１
分
８
秒
35
）

で
１
位
と
な
り
、初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を
決
め
た
。屋
代
高
校
の
歴

史
の
中
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選

手
は
初
め
て
の
快
挙
で
あ
る
。
こ
の

快
挙
に
対
し
て
同
窓
会
で
は
、
去
る

１
月
19
日（
水
）に
コ
ロ
ナ
対
策
を
万

全
に
し
た
上
で
、「
小
島
良
太
君
激

励
会
」
を
同
窓
会
館
で
開
催
し
、
北

京
で
の
活
躍
を
祈
っ
た
。

２００余名の受験生が学習
― 年末年始の鳩陵会館 ―

　昨年末から新年３日にかけての６日間、３年生に鳩陵
ホールを開放しました。例年以上に盛況で、延べ219名の
生徒が、朝８時半～午後５時まで真剣に学習に励みまし
た。「大晦日も元旦も、家にいるよりずっと集中できたし、
友達に会えるので励みになりました。来年もぜひ受験生を
支えて下さい。」（３年Ｙさん）などの感想が寄せられた。

創
立
一
〇
〇
周
年�

�

実
行
委
員
会
開
催

　

昨
令
和
３
年
９
月
29
日
、「
鳩
陵
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
同
窓
会
（
10
名
）、
学
校
（
５

名
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
３
名
）
の
三
者
関
係
者
に

よ
る
標
記
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

５
年
10
月
28
日（
土
）に
開
催
予
定
の
記
念
式

典
を
始
め
と
す
る
、
記
念
事
業
計
画
、
実
行

に
関
わ
る
会
則
、
委
員
会
組
織
、
予
算
等
が

審
議
さ
れ
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

　

本
学
１
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
、
そ
の
発

展
の
歴
史
を
彩
っ
て
き
た
、
節
目
の
事
柄�
―

―�

校
歌
制
定
（
昭
和
７
年
・
１
９
３
２
年
）、

天
体
望
遠
鏡
の
設
置
（
昭
和
38
年
・

１
９
３
３
年
）、
長
谷
川
五
作
先
生
（
没
年

昭
和
38
年
・
１
９
６
３
年
）、
専
門
学
科
理

数
科
の
設
置
（
平
成
４
年
・
１
９
９
２
年
）、

小
島
良
太
君
（
高
69
回
）�

�

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

写真は、伊藤誠悟君〈高71回・早大スケート部主将〉から
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赤
地
憲
一
同
窓
会
長
様
を
は
じ

め
同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
高
一
貫
５
期
生
を
含
む
７
４

期
生
が
こ
の
春
卒
業
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

し
た
が
４
月
か
ら
順
調
に
教
育
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、夏
の
デ
ル
タ
株
の
猛
威
の

影
響
に
よ
り
、夏
季
休
業
明
け
の
３

週
間
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た

め
、午
前
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
よ
る
教
育
活
動
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。昨
年
度
か
ら
始
め
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
取
組
は
、生

徒
、教
職
員
の
双
方
で
効
果
的
に
利

用
で
き
る
ま
で
に
整
え
ら
れ
て
き

て
お
り
、
大
き
な
授
業
進
度
の
遅

れ
を
生
ず
る
こ
と
な
く
夏
の
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。一
方
で
、校
外
で
の
活
動

は
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
よ
る
野

外
観
察
実
習
の
中
止
、つ
く
ば
サ
イ

エ
ン
ス
ツ
ア
ー
の
延
期
、同
窓
会
事

業
に
よ
る
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中

止
、中
学
３
年
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
研
修
の
中
止
決
定
、高
校
２
年
生

の
沖
縄
修
学
旅
行
は
県
内
及
び
周

辺
各
県
を
旅
行
先
と
し
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。秋
か
ら
の
全
国
的
な

収
束
状
況
の
中
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
発
生
に
伴
い
、
今
後
の
状
況
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か

全
く
予
想
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
学

校
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消

毒
、
身
体
的
距
離
の
確
保
、
三
密

の
回
避
、
黙
食
な
ど
、
日
常
の
感

染
拡
大
防
止
策
に
き
ち
ん
と
取
り

組
み
、
学
び
を
止
め
な
い
よ
う
に

日
々
の
諸
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、来

年
度（
令
和
４
年
度
）入
学
生
か
ら

年
次
進
行
で
新
教
育
課
程
が
運
用

さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
３
年
間
で

こ
の
改
訂
に
向
け
た
対
応
を
進
め

て
き
ま
し
た
。改
訂
に
お
け
る
本
校

の
特
徴
は
次
の
３
つ
の
事
柄
で
す
。

①
３
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

選
抜
普
通
科
生
、理
数
科
生
、一

貫
生
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
び
の

ル
ー
ト
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
で
学

び
を
進
め
ま
す
。
途
中
で
コ
ー
ス

が
合
流
す
る
の
で
は
な
く
、
授
業

進
度
が
速
す
ぎ
た
り
足
踏
み
し
た

り
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
科
科
目
の
授
業
進
行
が
入
学
か

ら
卒
業
ま
で
を
見
通
し
た
最
適
な

進
度
で
進
む
よ
う
に
各
ル
ー
ト
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

②
進
学
型
単
位
制
の
導
入

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
変
更

が
な
さ
れ
今
年
で
２
回
目
で
す
。

出
題
本
文
の
量
が
か
な
り
増
加
し
、

受
験
生
の
読
解
力
が
高
得
点
に
つ

な
が
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
記
述
式
解
答
や
各

種
外
部
検
定
の
利
用
に
つ
い
て
は

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
の
導
入

は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
各
大
学

の
個
別
入
試
で
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
校
は
こ
れ
ま
で
自
由
選
択

と
言
い
な
が
ら
コ
ー
ス
制
の
状
況

に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
他
県

の
先
進
校
か
ら
解
決
策
（
進
学
型

単
位
制
の
導
入
）
を
学
び
、
本
校

流
に
落
と
し
込
み
ま
し
た
。
特
に

高
校
３
年
次
に
お
け
る
、
豊
富
な

選
択
科
目
の
設
定
と
後
期
特
別
編

成
授
業
の
実
施
に
よ
り
、
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
及
び
個
別
入
試
へ

の
万
全
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

③
Ｓ
Ｓ
Ｈ
海
外
交
流
の
実
施

　

本
校
は
今
年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第

５
期
、全
国
で
３
校
し
か
な
い
第
５

期
先
導
的
改
革
型
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。第
４
期
か
ら
本
校
の
Ｓ
Ｓ

Ｈ
事
業
は
理
数
科
生
に
限
ら
ず
普

通
科
生
も
対
象
と
し
た
取
組
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
を
推
進
し
信
州
か
ら
世
界
へ

新
た
な
価
値
を
創
り
出
す
」を
課
題

と
し
て
第
５
期
は
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
高
校
１
年
生
に
は
Ｓ

Ｓ
Ｈ
科
目
と
し
て
「
国
際
情
報
」

が
設
定
さ
れ
、
７
ク
ラ
ス
全
て
で

台
湾
の
高
校
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
春
も
２
７
２
名
の

卒
業
生
が
新
た
に
同
窓
会
の
仲
間

入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
の
一
員
と
し
て
母
校
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

屋
代
高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら 

新
教
育
課
程
の 

運
用
が
始
ま
り
ま
す

学
校
長　

髙　

澤　

邦　

明

新
聞
班�

第
５
回
長
野
県
高
等
学
校�

�

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

　

令
和
４
年
度
の
「
と
う
き
ょ

う
総
文
２
０
２
２
」
へ
の
出
場

が
決
ま
っ
た
。
平
素
の
活
動
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
あ
る
。

村
田
い
ぶ
き
さ
ん（
２
年
３
組
）�

�

俳
句
甲
子
園
で
入
選

　

８
月
22
日
（
日
）、
愛
媛
県
松

山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
俳

句
甲
子
園
」
に
お
い
て
、
文
学

班
の
村
田
い
ぶ
き
さ
ん
の
句
が

入
選
し
表
彰
さ
れ
た
。
入
選
句

は
「
夕
飯
に
観
察
日
記
の
茄
子

出
さ
れ
」。
く
す
っ
と
笑
え
る
句

で
あ
る
。

《
運
動
班
》

北
沢
都
夢
君
（
２
年
１
組
）�

�

県
少
林
寺
拳
法
で
準
優
勝�

�

全
国
大
会
（
香
川
県
）
へ

　

11
月
28
日
（
日
）、
諏
訪
市
東

海
大
学
付
属
諏
訪
高
校
で
行
わ

れ
た
長
野
県
高
等
学
校
新
人
大

会
少
林
寺
拳
法
大
会
の
自
由
単

独
演
武
で
準
優
勝
と
な
り
、
夏

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
い
て
全

国
大
会
に
出
場
が
決
定
し
た
。

全
国
大
会
は
Ｒ
４
年
３
月
25
日

（
金
）
～
27
日
（
日
）
に
か
け
て

香
川
県
で
開
催
さ
れ
る
。

男
子
テ
ニ
ス
班�

　
高
校
１
年
生�

�

チ
ー
ム
対
抗
戦
で
優
勝

　

11
月
28
日
（
日
）、
松
本
市
浅

間
温
泉
で
行
わ
れ
た
大
会
に
お

い
て
、
男
子
１
年
生
チ
ー
ム
が

県
№
１
と
な
っ
た
。
今
後
の
成

長
が
楽
し
み
で
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン�

中
村
奏
太
君（
２
年
３
組
）�

�

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
優
勝

　

10
月
24
日（
日
）ホ
ワ
イ
ト
リ

ン
グ
で
行
わ
れ
た
第
13
回
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
に
お
い
て
、
高
校
生
以
下

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
中
村

奏
太
君
が
優
勝
の
栄
に
輝
い
た
。

化
学
の
甲
子
園
で
金
賞
受
賞

　

令
和
３
年
10
月
23（
土
）、24
日

（
日
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ

れ
た「
化
学
の
甲
子
園
」（
高
校
化

学
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
）に
お

い
て
、理
数
科
の
３
年
生
４
人

（
朝
塲
香
陽
さ
ん
、
金
井
桃
花
さ

ん
、
髙
﨑
悠
輝
君
、
廣
川
晴
弘

君
）
が
金
賞
を
受
賞
し
た
。
研

究
発
表
の
テ
ー
マ
は
「
七
味
温

泉
の
色
は
な
ぜ
変
わ
る
の
か
～

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
か
ら
乳

白
色
に
変
わ
る
謎
を
探
れ
～
」。

「
七
味
温
泉
と
い
う
地
元
の
ユ

ニ
ー
ク
な
温
泉
を
研
究
対
象
と

し
た
だ
け
で
な
く
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
質
疑
応
答
ま

で
総
て
英
語
で
通
す
こ
と
の
で

き
る
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
応
で
き
た
こ
と
も
評

価
の
理
由
だ
ろ
う
。」

（
指
導
さ
れ
た
柳
沢
克
央
先
生
談
）

班
活
動
報
告

《
文
化
班
》

竹
本
健
人
君
（
２
年
４
組
）�

�

将
棋
新
人
戦
全
国
大
会
へ

　

10
月
30
・
31
日
（
土
・
日
）、

松
本
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回
長

野
県
高
等
学
校
新
人
将
棋
選
手

権
大
会（
男
子
個
人
戦
）に
お
い

て
、竹
本
君
は
準
優
勝
と
な
り
、

令
和
４
年
１
月
27
日
～
29
日
に

徳
島
県
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
（
第
30
回
全
国
高
文

連
将
棋
新
人
大
会
）
に
推
薦
さ

れ
た
。
本
校
の
囲
碁
将
棋
班
は

こ
こ
数
年
各
種
大
会
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班�

�

知
事
賞
受
賞

　

11
月
３
日
（
水
）、
長
野
市
若

里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

大
会
に
お
い
て
、
本
校
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
班
が
知
事
賞
を
受
賞
。

令
和
４
年
夏
の
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
入
れ
た
。

ＳＳＨ（スーパーサイエンス校）　主な研究実績
発　表　部　門 受　賞　名　称・研　究　題　目　等 受　　　賞　　　者

第65回長野県学生科学賞
優良賞　「最適航空路～自然を味方につける飛行～」 近藤雄太　塚田修造　瀬在　陸

（以上３－７）
優良賞　「柱状節理の外的要因による変化

～収縮の速度や物質の割合で断面図が変化する？～」
榎本祐輝　林部寛大　櫻井優吾

（以上３－７）
日本地球惑星科学連合（JpGU）2021 奨励賞　「鉱石ラジオによるラジオ検波の最適条件の探究」 大曽根司昂（３－１）

第17回高校化学グランドコンテスト 金賞　「七味温泉の色はなぜ変わるのか
　　～エメラルドグリーンから乳白色に変わる謎を探れ!～」

朝塲香陽　金井桃花　髙﨑悠輝　廣川晴弘
（以上３－７）

パソコン甲子園2021　 プログラミング部門　本選出場（長野県代表）
　　チーム名　「TeamPython」　 長﨑　大　伊香賀太一（以上３－１）

和歌山県データ利活用コンペティション 全国大会　ワイヤ・アンド・ワイヤレス賞（協賛企業賞）
　「いざ、白銀の世界へ」 市野桃音　竹田美波（以上２－７）

第11回信州サイエンステクノロジーコ
ンテスト

（「科学の甲子園」　長野県予選）
物理部門 １位　 地学分野 1位　　屋代Ａチーム

並木皓宣　伊藤徳紀　北沢都夢
（以上２－１）

荒井美晴　加藤滉太　木次　令　小平俊貴
中山　新（以上２－４）

第１回「中学生・高校生データサイエ
ンスコンテスト」 優秀賞　チーム名「Ukagus Ari」　 市野桃音　竹田美波　松澤恭介　南澤哲輝

（以上２－７）

信州SDGsアワード2021 県知事賞　高校生の部　
　「体の中にプラスチックが…？！　～海洋汚染について考えよう～」

角田和佳　堀川莉奈（以上２－６）　
木藤安耶（２－２）　田渕華子（２－３）

第69回長野県統計グラフコンクール
（全国大会へ出品）

【中学生の部】
長野県統計教育研究協議会長賞　「乗って残そう別所線の未来」 塚田望生（１－Ａ）
abn賞「反抗期の今だからこそ親孝行を！！」 内山莉緒（１－Ａ）

【高校生の部】
協会長賞「長野に住んでもらうには？」　
全国コンクール　第５部　「佳作」 村松花音（１－２）

【パソコン統計グラフの部】
NBS賞「交通事故のない未来は実現可能か」 小村結愛（１－Ａ）

令和３年度　長野県高等学校新人体育大会　県大会結果
競　　　技 県　大　会　成　績 上　位　大　会

柔 道 男子 団体２部（３人戦）２位

剣 道 男子 団体戦　２回戦敗退
女子 団体戦　２回戦敗退

ハ ン ド ボ ー ル 男子 県大会３位
女子 県大会優勝 北信越大会出場（２月）

卓 球 男子 団体　県大会３位、シングルス　竹内蒼空　ベスト16
北信越選抜大会、予選リーグ敗退
全国選抜大会（３月）
男子シングルス　竹内蒼空

女子 団体　県大会ベスト16、シングルス　塩入美輝　１回戦敗退
バ レ ー ボ ー ル 女子 県大会出場（１月15日、16日）

テ ニ ス 男子 団体戦　県大会３位
女子 団体戦　県大会３位

サ ッ カ ー 男子 県大会ベスト16
野 球 全国高等学校野球選手権長野大会　２回戦

空 手 道

男子 個人形（河口知生　一回戦敗退、木下瑞樹 一回戦敗退）、個人組手（河口知生 
+76kg級 準優勝、木下瑞樹 －55㎏ 二回戦敗退）

女子
団体形（準決勝敗退）、団体組手（３位）、個人形（大澤佳苗 三回戦敗退ベスト
16、西村夏希 一回戦敗退、大日方璃虹 一回戦敗退、伊藤眞子 一回戦敗退）、個人
組手（＋76㎏ 西村夏希 準優勝、－53㎏ 大澤佳苗 三回戦敗退ベスト８、伊藤眞子 
二回戦敗退、－48㎏ 大日方璃虹 二回戦敗退）

団体組手　
北信越大会出場（11月）

陸 上
男子 男子200ｍ　高津　明和　予選敗退

女子
女子走高跳び 堀内　陽花　７位入賞、女子3000ｍ　宮沢沙耶乃　８位入賞
女子1500ｍ 宮沢沙耶乃　決勝進出、女子1500ｍ　牛山　絢心　予選敗退
女子砲丸投げ 堀内　陽花　予選敗退

水 泳
男子 男子200ｍ平泳ぎ 中村　天音　６位入賞

女子 女子50ｍ自由形 中村心羽芽　６位入賞
女子100ｍ自由形 中村心羽芽　６位入賞

ソ フ ト テ ニ ス 男子 団体　１回戦敗退、個人戦　中村・田中ペア　２回戦敗退

令和３年度　高校文化班の活動結果
合 唱 班 ７月　NHK合唱コンクール　奨励賞

吹 奏 楽 班 ８月　 全日本吹奏楽コンクール東北信地区大会　金賞　県大会　金賞アンサンブルコンテスト管弦三重奏、クラリネット六重奏、
金管八重奏県大会金賞、サックス四重奏県大会銀賞、

ギター・マンドリン班
７月　 令和３年度全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール　優良賞（無観客開催）、８月第45回全国高等学校総合文化祭

紀の国わかやま総文2021出場（無観客開催）、11月第51回長野県高等学校ギター・マンドリンフェスティバル　優秀賞、県
知事賞（県２位）2022年度全国大会出場権獲得

弦 楽 班 ８月　 第45回全国高等学校総合文化祭紀の国和歌山総文2021に参加、２月　第28回全国高等学校選抜オーケストラフェスタ　３校
（須坂・長野西・屋代）合同で参加（４名）、長野県東北信選抜オーケストラとして参加

軽 音 楽 班 ６月　第28回長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会東北信大会Power Live 2021 TH（支部フェスティバル）参加（５名）
天 文 班 10月　令和３年度　日本遺産「月の都 千曲」JAXA宇宙飛行士特別講演会参加（10名）

理 化 班 第17回高校化学グランドコンテスト（オンライン開催）口頭発表部門金賞「七味温泉の色はなぜ変わるのか～エメラルドグリーン
から乳白色に変わる謎を探れ～」理数科３年生（朝塲香陽さん、金井桃花さん、髙﨑悠輝さん、廣川晴弘さん）

文 学 班 ６月　 第24回俳句甲子園（全国高等学校俳句選手権大会）全国大会出場32チームに選出、８月上位３チーム全国大会Zoom観戦、
個人の部　入選　村田いぶきさん

地 歴 班 ５月　 飯綱山登山歴史フィールドワーク、７月　地歴班彙報発行、８月　第15回全国高校生歴史フォーラム参加
通年　学校資料アーカイブズ化・個人研究

英 語 班

７月　第10回長野県高校生英語レシテーションコンテスト　２－１青木麻耶　Standard部門２位　
８月　 PDA長野県即興型英語ディベート交流大会　屋代Ａ（１－１青木麻耶、池田春樹，原陽菜）優勝、青木麻耶ベストディベー

ター１位
９月　Make Friends Cup in Fukui　参加　ベストディベーター賞　２－７原陽菜
10月　 全国高校生英語ディベート大会甲信越ブロック大会参加、11月　第29回長野県高校生英語ディベート大会　屋代Ａ３位　ベ

ストディベーター賞２位青木麻耶、12月　第７回PDA高校生即興型英語ディベート全国大会　１－１池田春樹 １－２大谷
美羽　２－７原陽菜、３月　日本高校生パーラメンタリーディベート連盟杯　１－１池田春樹　１－２吉澤奎吾  ２－７原
陽菜

美 術 班 ７月　第45回全国高等学校総合文化祭　２年１組小寺悠月 
１月　第43回長野県高等学校美術展　２年１組小寺悠月　山田陽菜乃　１年３組奥村美幸

演 劇 班 ９月　第48回北信地区高等学校演劇合同発表会
　　　「小公女 －幸せを生み出す想像の魔法－ 」　作：屋代高校演劇班　審査員特別賞（３位相当）

書 道 班
10月　第37回長野県高等学校書道展出品
12月　第41回北信高等学校書道展出品　・千曲警察署年末特別警戒出発式書道パフォーマンス
２月　第58回驥山館全国書初展覧会出品

将 棋・ 囲 碁 班

５月　 第51回県高等学校将棋選手権大会　 
男子個人戦Ａ　１年７組　長谷川歩　第３位 
女子個人戦　　２年７組　長谷川梨央　第３位　

６月　第45回県高等学校囲碁選手権大会　男子個人戦　　３年７組　廣川晴弘　準優勝
８月　第45回全国高等学校総合文化祭（和歌山）囲碁部門　県団体チーム主将　３年７組　廣川晴弘　第８位
　　　第45回全国高等学校囲碁選手権大会　男子個人戦　３年７組　廣川晴弘
９月　 第12回県高等学校将棋大会　男子個人戦　第３位　２年５組　森下泰聖　 

女子個人戦　２年７組　長谷川梨央　第３位　団体戦　準優勝
10月　 第33回県高等学校新人将棋選手権大会　 

男子個人戦Ａ　２年４組　竹本健人　準優勝　（全国大会出場権獲得）

新 聞 班
通年　鳩ケ丘新聞発行（年12回）
８月　第45回全国高校総合文化祭　新聞専門部
11月　第５回長野県高校新聞コンクール　優秀賞受賞、長野県高校生新聞フェスティバル参加

放 送 同 好 会
６月　第68回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト長野県大会　テレビドキュメント部門「riu」優良賞
７月　長野朝日放送「はじけろ！青春」にて「演劇班に迫る！」放映
11月　第40回TSB杯長野県高校新人放送コンテスト　
　　　テレビフリー部門「ラストダイアリー」優良賞　朗読部門　１年７組宮坂莉央　努力賞

母
校
の
現
況

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班�

�

新
人
戦
優
勝
・
男
子
三
位

　

12
月
18
日
（
土
）、
19
日

（
日
）
に
千
曲
市
に
お
い
て
行
わ

れ
た
長
野
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会
に
お
い
て
、
県
大
会
Ⅰ

期
を
勝
ち
抜
い
た
男
女
各
４

チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
女
子
は
三

戦
全
勝
で
優
勝
、
男
子
は
三
位

と
な
っ
た
。
女
子
は
北
信
越
大

会
（
２
月
に
福
井
県
で
開
催
）

へ
の
出
場
権
を
得
た
。

《
中
学
生
頑
張
る
！
》

テ
ニ
ス
班
（
女
子
）�

�

全
国
大
会
へ

�

班
長　
功
刀
明
音（
２
年
Ａ
組
）

　

私
達
女
子
テ
ニ
ス
班
は
、
10

月
に
行
わ
れ
た
全
国
選
抜
中
学

校
テ
ニ
ス
選
手
権
長
野
県
予
選

大
会
（
団
体
戦
）
で
勝
ち
上
が

り
、
11
月
３
日
（
水
）
に
富
山

県
富
山
市
で
行
わ
れ
た
北
信
越

大
会
に
出
場
し
た
。
そ
こ
で
三

位
と
な
り
、
令
和
４
年
３
月
29

日
（
火
）
～
31
日
（
木
）
に
香

川
県
高
松
市
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
得
た
。
北

信
越
大
会
で
は
、
日
々
練
習
し

て
来
た
《
繋
ぐ
テ
ニ
ス
》
で
私

達
ら
し
く
戦
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。
全
国
大
会
で
も
、
私

達
ら
し
い
テ
ニ
ス
で
最
後
ま
で

全
力
で
戦
い
抜
き
た
い
。
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【
講
演
要
旨
】

　

す
べ
て
の
物
質
は
原
子
を
構
成
単

位
と
し
て
成
り
立
って
い
る
が
、
な
ぜ

構
成
単
位
が
分
か
って
い
な
が
ら
そ
の

挙
動
を
自
在
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
、
と
い
う
小
学
生

時
代
の
疑
問
が
、
今
の
研
究
の
原
点

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
量
子
化
学
計
算
を
用
い

て
、
こ
の
課
題
を
世
界
に
先
駆
け
て

開
発
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
化
学

反
応
は
、
分
子
が
安
定
な
構
造
か
ら

別
の
安
定
な
構
造
へ
と
変
化
す
る
過

程
で
あ
る
か
ら
、
反
応
物
の
構
造
か

ら
生
成
物
の
構
造
へ
と
分
子
が
変
化

す
る
過
程
を
調
べ
れ
ば
、
化
学
反
応

に
お
け
る
分
子
の
挙
動
を
明
ら
か
に

で
き
る
が
、
例
え
ば
１
点
当
た
り
１

分
で
計
算
で
き
た
と
し
て
も
、

１
０
３
０
秒
（
３
１
７
垓
年
）
要
し

て
し
ま
い
、
こ
れ
を
調
べ
る
こ
と
が
不

可
能
に
な
って
し
ま
う
。

◆

　

こ
の
課
題
に
、前
田
教
授
は
、人
工

力
誘
起
反
応（
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
）法（
註
２
）と

い
う
計
算
法
を
開
発
し
解
決
し
た
。

こ
の
未
知
の
化
学
反
応
の
予
測
を

可
能
に
し
た
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
法
に
よ
り
、

分
子
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
混
合

し
、得
ら
れ
る
反
応
経
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
生
成
物
と
反
応
機
構

を
予
測
す
る
、い
わ
ば
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
実
験
が
可
能
に
な
っ
た
。
未
知

の
化
学
反
応
を
予
測
す
る
夢
の
実

現
へ
の
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。
現
在
、
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
実
験
の
結
果
に
基
づ
い
て

リ
ア
ル
実
験
を
実
施
し
、
新
反
応

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
化
学
反
応
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
実
験（
註
１
）を
目
指
し
て

北
海
道
大
学
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
・
拠
点
長
　
前
田
　
理
　
氏

（
２
０
２
１
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
リ
ス
ト
教
授
の
共
同
研
究
者
）

ま
え
だ 

さ
と
し
氏
。
高
校
第
50
回
（
平
成
10
年
理
数
科
）
の
ご
卒
業
。
平
成
19
年

（
２
０
０
７
年
）
３
月
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
よ
り
博
士
学
位
（
理
学
）
を
取
得
。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
、
京
都
大
学
白
眉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
特
定
助
教
、
北

大
大
学
院
理
学
研
究
院
准
教
授
等
を
経
て
、
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
よ
り
現
職
。

第
18
回
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
生
徒
会
誌
々
上
）

令
和
３
年
10
月
９
日
（
土
）
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
「
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
新
型
肺
炎
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
学
校
と
協
議
の
結
果
、
昨
年
に
続
き
生
徒
会
誌
『
鳩
陵
』
へ
の
誌
上
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝　　創立100周年
わが青春を語る　①ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
・
支
部
総
会

支
部
総
会

❖
塩
崎
支
部

支
部
長　
清
水
信
孟（
高
14
回
）

期
日
：
令
和
３
年
６
月
20
日（
日
）

会
場
：
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー

 

塩
崎
分
館

参
加
人
数
：
13
名（
来
賓
を
含
む
）

　
ご
来
賓
と
し
て
赤
地
会
長
を
お
迎

え
し
て
２
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
支
部

長
挨
拶
、
赤
地
会
長
の
ご
挨
拶
と
本

会
の
総
会
・
学
生
の
状
況
等
詳
細
に

ご
説
明
頂
き
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
支
部
事
業
、
本
会
の
１
０
０
周

年
事
業
概
要
報
告
、
支
部
会
計
報

告
、
事
業
計
画
（
案
）
の
審
議
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

支
部
長　
　

山
岸
敏
明
（
高
19
）

副
支
部
長　

岸
田
公
夫
（
高
21
）

事
務
局
長　

田
中
幸
廣
（
高
27
）

お
よ
び
顧
問
・
地
区
幹
事
を
選
任
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
は
中
止

と
し
、
短
時
間
で
し
た
が
出
席
者
の

自
己
紹
介
と

ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
地
域
、
同

窓
生
間
で
、

新
た
な
交
流

が
生
ま
れ
る
こ

と
が
期
待
で

き
ま
し
た
。

最
後
に
、
記

念
写
真
撮
影

後
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

❖
五
加
支
部

支
部
長　
村
山
和
久（
高
17
回
）

期
日
：
令
和
３
年
９
月
11
日（
土
）

会
場
：
上
徳
間
公
民
館
十
夜
館

　

五
加
支
部
役
員
会
を
９
月
11
日

（
土
）
に
上
徳
間
公
民
館
十
夜
館
に

お
い
て
役
員
14
名
の
参
加
で
開
催

し
、以
下
の
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

（
一
）
令
和
二
年
度
歳
入
歳
出
決
算

及
び
令
和
三
年
度
歳
入
歳
出
予
算

案
。（
二
）
十
月
開
催
予
定
の
定
期

総
会
・
懇
親
会
及
び
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
防
止
の
為
中
止
。（
三
）

支
部
会
則
の
改
定
に
つ
い
て
。
参
加

者
全
員
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
全
案
が
承
認
さ
れ
た
。
総

会
中
止
の
為
、
役
員
会
議
事
録
の
決

定
事
項
と
会
員
名
簿
等
は
、
後
日

支
部
会
員
全
員
に
配
布
し
た
。

❖
川
中
島
支
部

支
部
長　
池
田
哲
彦（
高
17
回
）

期
日
：
令
和
３
年
11
月
６
日（
土
）

会
場
：
川
中
島
公
民
館
分
館

参
加
者
：
10
名

　

引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
って
、
当

初
予
定
の
第
25
回
川
中
島
支
部
総

会
は
、
残
念
な
が
ら
昨
年
に
続
い
て

「
三
役
・
幹
事
会
」
を
も
って
総
会
に

代
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
令

和
３
年
11
月
６
日
）

　

支
部
活
動
に
係
る
喫
緊
の
課
題

は
、
大
き
く
①
「
活
性
化
を
ど
う

図
る
か
」
と
②
「
会
員
の
増
加
対

策
」
で
あ
る
。
令
和
２
年
度
は
精
力

的
に
会
員
の
募
集
を
行
い
、
新
規
会

員
が
６
名
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
高
齢
化
に
伴
う
脱
退
等
も
あ

り
、
結
局
は
３
名
減
の
１
７
２
名
と

な
り
ま
し
た
（
前
年
会
員
数
１
７
５

名
）。
令
和
３
年
度
の
活
動
計
画
で

は
、
組
織
基
盤
の
強
化
及
び
底
辺
の

拡
大
化
を
図
る
べ
く
、
女
性
役
員
の

登
用
に
向
け
て
「
女
性
会
員
の
会
」

を
設
け
る
方
向
で
提
起
し
ま
し
た
。

◆

「
三
役
・
幹
事
会
」
審
議
終
了
後
、

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
川

中
島
支
部
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

令
和
４
年

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
予
定

回
期

実
施
日

高
41

８
月
15
日
（
月
）

高
51

９
月
４
日
（
日
）

高
63

９
月
18
日
（
日
）

高
60

９
月
25
日
（
日
）

高
30

11
月
６
日
（
日
）

高
21

11
月
13
日
（
日
）

訃
報　

矢
島
久
和
氏
は
、
こ
の
玉
稿
を
お
届

け
く
だ
さ
っ
た
直
後
の
１
月
30
日
、
老
衰
の

た
め
ご
逝
去
に
な
ら
れ
ま
し
た
（
４
面
参

照
）。
ご
寄
稿
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
４
１
年
、
私
は
屋
代
中
学
に
入
学
し

た
。
そ
の
年
の
12
月
８
日
に
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
。
終
わ
っ
た
の
が
１
９
４
５
年
８
月
15

日
、
陛
下
の
玉
音
放
送
で
無
条
件
降
伏
し
た
の

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
私
の
中
学
生
時
代
は
戦

争
で
始
ま
り
戦
争
で
終
わ
って
い
る
。

　

普
通
に
教
室
で
勉
強
で
き
た
の
は
２
年
生
ま

で
で
あ
る
。
３
年
生
に
な
る
と
、
農
家
へ
手
伝

い
に
行
っ
た
り
菅
平
に
開
墾
に
行
っ
た
り
し
た
。

そ
の
時
、
力
の
あ
る
友
達
が
私
の
隣
で
私
の
分

ま
で
手
伝
って
く
れ
た
。
大
本
営
工
事
の
モッコ

担
ぎ
や
「
ど
ぶ
ら
」
の
埋
め
立
て
に
も
動
員
さ

れ
た
。「
ど
ぶ
ら
」
は
昔
千
曲
川
の
氾
濫
で
出

来
た
大
き
な
池
で
あ
る
。
埋
め
立
て
の
終
わ
り

に
な
る
と
、
池
の
魚
が一杯
寄
り
集
ま
って
き
て

壮
観
だ
っ
た
。
特
に
大
き
な
鯰
が
目
に
つい
た
。

　

屋
代
中
学
で
忘
れ
ら
れ
な
い
先
生
は
長
谷
川

五
作
先
生
（
生
物
）
と
淡
中
益
郎
先
生
（
校

長
・
数
学
）
で
あ
る
。
こ
の
両
先
生
に
教
わ
っ

た
こ
と
は
私
の
生
涯
の
宝
で
あ
る
。

　

３
年
生
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
三
ヵ
月
間
、

　

66
年
前
、
私
の
高
校
生
活
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
始
ま

り
、
３
年
の
秋
季
大
会
ま
で
、
朝
・
昼
・
夕
方
、
練
習
に
明
け

暮
れ
る
日
々
を
送
っ
た
。
試
合
に
は
あ
ま
り
勝
っ
た
記
憶
は
な
い

が
、
一瞬
の
ひ
ら
め
き
で
敵
陣
に
切
り
込
み
シ
ュ
ー
ト
が
成
功
し

た
時
の
判
断
力
と
機
敏
さ
、
阿
吽
の
呼
吸
で
パ
ス
が
巧
く
通
っ

た
時
の
秘
か
な
喜
び
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、
思
い
出
深

く
、
人
間
形
成
の
土
台
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
３
年
夏
の
学
期
末
試
験
で
、
バ
ス
ケ
の
滝
沢
先
生

か
ら
渡
さ
れ
た
英
語『
０
点
』は
大
シ
ョッ
ク
。そ
れ
で
も
先
生
に
、

浪
人
は
許
さ
れ
な
い
が
進
学
を
し
た
い
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、思

案
の
末
、放
課
後
の
教
員
室
で
中
学
時
代
の
英
語
の
教
科
書
の

復
讐
を
約
３
か
月
間
一
緒
に
や
っ
て
頂
き
、
他
の
先
生
か
ら
も

「
頑
張
って
い
る
な
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
思
え
ば
、
母
校
屋
代

の
先
生
方
の
お
蔭
で
、
自
分
の
今
が
あ
り
、
故
郷
で
あ
る
。

　

大
学
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
強
か
っ
た
明
治
大
学（
商
学
部
）に
入
学

で
き
、４
年
生
時
の
就
職
選
考
試
験
の
結
果
、就
職
課
か
ら「
英

語
は
芳
し
く
な
い
が
、経
済
学
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
君
の
成
績
に

合
って
い
る
職
場
だ
と
思
う
。推
薦
し
よ
う
」と
、社
団
法
人
全
国

地
方
銀
行
協
会
に
就
職
が
で
き
、60
歳
、事
務
局
長
で
卒
業
し
た
。

◆

　

地
銀
協
は
、八
十
二
銀
行
は
じ
め
全
国
64
行
の
頭
取
が
毎
月

参
集
し
、銀
行
経
営
の
内
外
の
諸
問
題
に
つい
て
喧
々
諤
々
と
議

論
を
し
、全
国
地
銀
の
英
知
が
集
結
さ
れ
た
職
場
で
あ
っ
た
。30

代
か
ら
30
年
間
、地
銀
界
の
み
な
ら
ず
金
融
界
・
官
界
の
真
っ
た

だ
中
で
生
身
の
勉
強
と
仕
事
を
精
一
杯
さ
せ
て
も
ら
っ
た
お
蔭

で
、毎
日
が
午
前
様
の
フ
ル
稼
働
、人
脈
も
多
彩
と
な
り
豊
か
な

人
生
を
過
ご
せ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

　

因
み
に
、ど
の
金
融
機
関
の
店
に
も
置
い
て
あ
る
預
金
の「
預

け
入
れ
」の
伝
票
に
も
、預
金
の
種
類

が「
普
通
」「
貯
蓄
」と
並
ん
で
い
る
が
、

「
貯
蓄
」
の
名
付
け
親
は
、
正
真
正

銘
こ
の
私
で
あ
る
。◆

　

60
歳
か
ら
は
、縁
あ
っ
て
、別
世
界

の
医
療
業
界
、往
診
専
門
の「
蒲
田
ク

リ
ニッ
ク
」を「
医
師
が
医
療
・
経
営

は
高
野
」
と
い
う
二
人
三
脚
の
新
し

い
試
み
で
開
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

幸
運
に
も
、
開
院
当
初
の
22
年

前
、
母
校
の
大
先
輩
の
医
師
瀬
在
幸

安
先
生
に
、
日
本
大
学
総
長
の
時
に

お
目
に
か
か
り
、
以
来
、
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
薫
陶
、
ご
高
配
そ
し
て

温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
賜
り
続

け
、
振
り
返
れ
ば
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
ま
す
ま
す
必
要
な
「
在
宅

医
療
」（
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護
・

リ
ハ
ビ
リ
）
の
草
分
け
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
で
き
、
崇
高
な
大
先
輩

に
大
感
謝
で
す
。
ク
リ
ニッ
ク
に
は
、

瀬
在
先
生
の
総
長
時
代
の
書
「
現
状

維
持
は
、
退
歩
の
始
ま
り
」
を
畏
敬

の
念
を
持
っ
て
掲
げ
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
。

※�

「
東
京
鳩
会
会
報
」
か
ら
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
見
つ
け
出
す
、計
算
主
導
の
新
反

応
開
発
へ
の
挑
戦
を
進
め
て
い
る
。

◆

　

化
学
反
応
創
成
研
究
メ
ン
バ
ー
の一

人
で
あ
る
、
リ
ス
ト
教
授
（
ド
イ
ツ
・

マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
石
炭
化
学
研
究

所
）
は
、
２
０
２
１
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
た
が
、
同
教
授
は
、
創

設
当
初
か
ら
こ
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
加
し
て
く
れ
て
お
り
、
世
帯
的
に

も
注
目
さ
れ
た
研
究
分
野
で
あ
る
。

〈
同
窓
会
編
集
室
に
よ
る
脚
注
〉

（
註
１
）

　

�virtual�

「
現
実
そ
っ
く
り
に
作

ら
れ
、
現
実
の
世
界
で
あ
る
か

の
よ
う
な
」
実
験

（
註
２
）

　

�

人
工
力
誘
起
反
応　

A
rtificial�

Force�Induced�Reaction

の
略

戦争の中の中学時代 矢島久和（中18回４年制）
（フレックスジャパン株式会社・相談役）

木
曽
の
山
奥
の
発
電
所
工
事
に
動
員

さ
れ
飯
場
暮
ら
し
を
し
た
。
午
前
一

回
午
後
一
回
発
破
が
か
け
ら
れ
、
建

物
の
陰
に
隠
れ
て
、
飛
ん
で
く
る
破

片
を
避
け
た
。
男
ら
し
い
仕
事
だ
と

思
っ
た
。

　

当
時
の
中
学
校
は
５
年
制
で
、
４

年
が
終
わ
る
と
上
級
学
校
を
受
験
で

き
た
。
目
的
の
学
校
に
入
れ
な
か
っ

た
ら
中
学
に
戻
って
５
年
生
に
な
れ
ば

よ
か
っ
た
。
だ
か
ら
浪
人
し
な
く
て

済
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
私

の
時
に
は
戦
争
末
期
で
４
年
生
で
総

て
打
ち
切
り
と
な
って
し
ま
っ
た
。
私

は
或
る
専
門
学
校
へ
入
っ
た
が
、
学
校

へ
行
く
こ
と
も
な
く
、
横
須
賀
の
海

軍
工
廠
へ
動
員
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

４
月
半
ば
の
夜
、
対
岸
の
川
崎
重

工
業
地
帯
に
大
空
襲
が
あ
っ
た
。
横

須
賀
か
ら
見
る
と
、
海
を
挟
ん
で
本

当
に
目
と
鼻
の
先
で
あ
る
。
明
日
は

我
が
身
が
生
き
て
帰
れ
る
か
、
海
軍

工
廠
は一番
狙
わ
れ
る
所
だ
か
ら
そ
ん

な
覚
悟
を
し
た
。

　
８
月
15
日
、
陛
下
の
玉
音
放
送
を

横
須
賀
で
聞
い
た
。
そ
の
私
が
93
歳

に
な
っ
た
。
私
は
今
、
生
き
て
い
る
。

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
以
下
そ
の

意
見
で
す
。

①
女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
は
、

先
ず
女
性
会
員
か
ら
直
接
意
見
を

伺
っ
た
上
で
、
必
要
な
ら
規
約
改
正

す
る
。
②
現
状
女
性
役
員
の
候
補

者
は
見
当
た
ら
な
い
。
③
若
い
女
性

会
員
が
多
い
の
だ
か
ら
、
年
上
の
女

性
で
そ
れ
を
束
ね
て
い
く
人
が
必

要
。
④
結
婚
し
て
川
中
島
か
ら
他
へ

出
て
行
く
人
も
い
る
。
一
方
で
結
婚

等
に
よ
り
他
地
区
か
ら
入
っ
て
く
る

人
も
い
る
。
現
状
で
は
そ
の
把
握
が

難
し
い
。
⑤
会
員
を
増
や
す
に
は
、

入
会
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
。
活
動
経
費

が
少
な
く
本
部
か
ら
の
還
元
金
だ
け

で
は
不
十
分
。
⑥
そ
れ
だ
け
に
先
ず

年一回
の
総
会
が
大
変
重
要
に
な
る
。

⑦
次
年
度
は
一
年
遅
れ
で
25
周
年
の

総
会
を
改
め
て
同
窓
会
館
で
実
施
で

き
た
ら
よ
い
。
⑧
女
性
会
員
の
加
入

や
会
員
の
減
少
傾
向
に
つい
て
は
、
他

の
支
部
と
共
通
課
題
で
も
あ
る
の

で
、
本
部
に
こ
の
旨
を
伝
え
、
お
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
（
転
入
者
の

把
握
等
名
簿
の
取
り
扱
い
は
個
人
情

報
に
係
る
こ
と
故
困
難
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
）

◆

　

最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。《「
魂
の
故
郷
や
し
ろ
」
へ

の一人
一人
の
強
い
思
い
、
絆
こ
そ
が
我

ら
が
屋
代
高
校
同
窓
会
の
原
点
（
原

動
力
）
で
あ
る
》
と
、
コ
ロ
ナ
社
会

の
中
に
あ
っ
て
強
く
気
付
か
さ
れ
た

次
第
で
す
。

「初の女生徒です」 中条邦子（高５回）
（元同窓会副会長・同窓会「マリーメイト鳩」役員）

　

し
な
の
鉄
道
「
屋
代
高
校
前
駅
」
か
ら
沢
山
の
高
校
生
・
中

学
生
が
降
り
て
来
ま
す
。
そ
ん
な
駅
も
、
新
幹
線
も
高
速
道

路
も
全
く
無
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
昭
和
25
年
４
月
に
創
立
以
来
初
め
て
の
女
生
徒
と
し
て

入
学
し
ま
し
た
。
式
の
当
日
、
多
数
の
上
級
生
が
教
室
の
窓
か

ら
顔
を
出
し
、
大
声
で
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
で

す
。
式
で
は
女
子
の一人
が
堂
々
と
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

授
業
は
移
動
教
室
で
受
講
。
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

英
語
、
体
育
、
芸
術（
美
・
書
・
音
）。
私
達
女
子
は
前
方
の
席

に
塊
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
い
つ
も
一
緒
に
い
ま
し
た
。
休

み
時
間
も
、ト
イ
レ
に
行
く
時
も
「
ひ
と
か
た
ま
り
」
で
し
た
。

　

班
活
動
は
庭
球
班
。
プ
ー
ル
の
隣
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
コ
ー
ト

が
あ
り
、
そ
こ
で
練
習
し
ま
し
た
。
長
野
の
城
山
で
の
対
外
試

合
に
も
出
ま
し
た
。
文
化
班
で
は
英
会
話
な
ど
も
し
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
「
全
校
マ
ラ
ソ
ン
」
―
距
離
の
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、

女
子
は
屋
代
の
街
を
走
り
ま
し
た
。
生
家
の
前
を
走
り
、
家
人

の
応
援
も
受
け
ま
し
た
。

　

文
化
祭
に
は
食
堂
の
お
給
仕
を
し
た
り
、演
劇
班
か
ら
は
ひ
っ

ぱ
り
ダ
コ
で
し
た
。演
目
は
菊
池
寛
の「
父
帰
る
」。圧
巻
と
の
由
。

　

入
学
時
８
名
だ
っ
た
女
子
は
、
二
年
生
に
な
っ
た
時
に
は
、
転

校
や
退
学
も
あ
っ
て
６
名
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
先
生
方

や
生
徒
の
皆
様
は
本
当
に
親
切
で
紳
士
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

屋
代
の
生
徒
で
よ
か
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

卒
業
と
同
時
に
、
学
校
図
書
館
が
開
設
さ
れ
、
私
は
そ
こ
に

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
に
同
窓
会
の
部
屋

が
で
き
、
お
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
遠
い
昔
の
物
語
で
す
。

　

現
在
は
「
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
」
は
、
と
考
え
、
同
窓
会
の

《
結
婚
相
談
》
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

バスケットボールから
始まった我が高校時代

高野正樹（高10回）
（医療法人社団永高会会長・東京蒲田ロータリー
クラブ会員・奈良市興福寺財団法人理事長歴任）

春
原
正
道
氏
（
高
11
回
）・�

　
石
山
建
一
元
早
大
監
督
が�

�

野
球
班
指
導
に
来
校

　

令
和
３
年
度
後
半
は
、
野
球
班
に

春
原
正
道
氏
（
高
11
回
、
早
大
野

球
部
→
東
芝
監
督
→
同
常
務
取
締

役
）
が
、
元
早
大
監
督
石
山
建
一
氏

（
静
岡
高
校
で
甲
子
園
準
優
勝
→
早

大
主
将
→
早
大
及
び
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
監
督
→
巨
人
軍
統
括
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
を
伴
っ
て
、
４
度
に
わ
た
り

来
校
さ
れ
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

２
回
目
以
降
は
、
本
学
監
督
の
遠
山

竜
太
先
生
、
部
長
の
西
村
拓
矢
先
生

の
ご
熱
心
な
要
請
に
お
応
え
す
る
形

で
、
再
三
に
わ
た
る
ご
来
校
が
実
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
石
山
氏
は
「
春

原
先
輩
の
母
校
は
、
我
が
母
校
静
岡

高
校
と
同
様
、
選
手
が
意
欲
的
で
理

解
も
早
い
。
昨
夏
甲
子
園
に
出
た
静

高
の
選
手
と
比
べ
て
も
引
け
を
と
ら

ず
、
今
後
大
い
に
期
待
で
き
る
。」

と
い
う
評
を
残
し
帰
京
さ
れ
た
。



令和４年（2022年）３月１日

屋
代
高
校
創
立
一
〇
〇
周
年
・�

�

附
属
中
学
校
一
〇
年
記
念
事
業
へ
の
ご
賛
助
の
お
願
い

　

令
和
４
年
３
月
１
日
よ
り
標
記
事
業
へ
の
募
金
活
動
を
開
始
し

ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
払
込
用
紙
の
い
ず
れ

か
で
お
払
込
み
く
だ
さ
い
。

①�

５
千
円
以
外
の
金
額
を
ご
寄
付
い
た
だ
く
場
合
は
、
金
額
を
ご

記
入
の
上
、
郵
便
局
か
ら
お
払
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②�

５
千
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
け
る
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
か
郵
便
局
か
ら
お
払
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決
済
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
細
は
、

払
込
用
紙
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③�

２
万
円
以
上
ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
現
在
、
編

集
中
の
『
屋
代
高
校
一
〇
〇
周
年
記
念
史
』
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
発
送
は
令
和
５
年
11
月
中
旬
以
降
に
な
り
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
　

№ 

０
０
５
７
０ 

－ 

０ 

－ 

４
４
０
２
０

加
入
者
名
「
鳩
の
会
」

住
所
変
更
な
ど
の
お
願
い

転
居
や
結
婚
な
ど
で
住
所
変
更
や
改
姓
さ
れ
た
方
、
ご
逝
去
さ
れ
た

会
員
の
ご
遺
族
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事
務

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

５
時
30
分
の
間
在
局
し
て
い
ま
す
。
な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
問
合
せ
・
変
更
」
か
ら
も
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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訃
　
報

矢
島
久
和
氏

�

（
中
学
18
回
・
４
年
制
）

　

令
和
４
年
１
月

30
日
、93
歳
。

フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ

パ
ン（
株
）前
会

長
。
千
曲
商

工
会
議
所
初

代
会
頭
、
県
選
挙
管
理
委
員
、

同
窓
会
相
談
役
、
昭
和
52
年
度

屋
代
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
現
社
長
・

隆
生
氏
ご
在
学
中
）等
を
歴
任
。

平
成
４
年
の
専
門
学
科
理
数
科

の
設
置
に
際
し
て
は
、
地
域
や

企
業
経
営
者
の
代
表
と
し
て
、

そ
の
必
要
性
を
説
き
開
設
に
貢

献
さ
れ
た
。

県
内
初
の
理
数
科
設
置

元
県
教
育
長

戸
田
正
明 

校
長
先
生

　

第
21
代
校

長
・
戸
田
正
明

先
生（
平
成
元

年
度
～
２
年

度
在
職
）
は
、

令
和
３
年
７

月
13
日
に
逝
去
さ
れ
た
、82
歳
。

伊
那
市
の
ご
出
身
で
、
県
立
高

校
教
諭
、
県
教
委
高
校
教
育
課

指
導
主
事
を
務
め
ら
れ
た
後
、

平
成
元
年
４
月
に
本
学
校
長
と

し
て
赴
任
さ
れ
、
校
内
教
職
員

を
ま
と
め
て
、
県
下
初
と
な
る

専
門
学
科
理
数
科
の
設
置
を
決

め
た
。
こ
の
後
県
教
委
高
校
教

育
課
長
、
富
士
見
高
校
長
を
経

て
、
平
成
８
年
か
ら
11
年
３
月

カムカム千曲鳩会ゴルフ　10万円の寄付
　21年目を迎えた今年は、年９回、通算で160回目のゴルフコンペを開催しました。
時節柄、皆で感染対策に気をつけ、高原の空気を胸一杯吸いながらのプレーは何と
も気持ちの良いものでありました。
　参加者は前年より58人増え、延べ301人で、皆勤者は７人に上りました。千曲高原
ゴルフコースは創業53年と歴史もあり、コースは比較的距離が短いわりには狭く、
何よりグリーンが難敵で攻略には骨が折れますが、これが逆に面白いと評判です。
ゴルフ愛好の皆さん一度参加してみては如何ですか？
総会には赤地会長のご出席をいただきながら、来シーズンの再会を期しました。
� 千曲鳩会会長　矢澤　修（高13回）

回 開催日 優勝 卒業 準優勝 卒業 ３位 卒業
152 ４月28日 松坂喜一郎 23 久保　嘉男 13 塚田　茂雄 ４
153 ５月28日 長坂　武美 10 湯井　隆志 10 矢澤　　修 13
154 ６月28日 渡辺　一正 ７ 久保田和彦 13 武田　　稔 11
155 ７月28日 久保田和彦 13 甘利　暢宏 ９ 北島　武重 ９
156 ８月18日 竹内　　保 11 山﨑　好文 16 清水　佑一 ４
157 ９月９日 緑川　幸一 11 青木　　崇 ９ 塩野入辰夫 11
158 ９月28日 北川原紀元 10 高澤　利明 15 丸山　英樹 13
159 10月28日 塚田　　猛 ７ 金井　啓二 ９ 川浦　　隆 13
160 11月８日 村上　　巖 11 金井　啓二 ９ 永田　千秋 21

飛
び
出
し
て　

ア
フ
リ
カ
行
き

の
船
に
乗
り　

ケ
ニ
ア
の
草
原
に

立
ち
戻
り　

ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
に

な
る
だ
ろ
う
」

―
自
由
を
渇
望

す
る
精
神
が
、「
も
し
も
」
の
先
に

あ
る
。
な
お
、
山
本
氏
に
は
「
興
安

嶺
颪
吹
き
荒
れ
て
」
と
い
う
小
説
も

あ
る
。

�

（
相
談
役　

徳
嵩
芳
夫
）

　
「
愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者
は

歴
史
に
学
ぶ
」
―
一
九
世
紀
後
半

に
活
躍
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
（
後
の

ド
イ
ツ
）
の
鉄
血
宰
相
オ
ッ
ト
ー
・

ビ
ス
マ
ル
ク
の
言
葉
で
あ
る
▼
愚

者
は
自
ら
の
「
経
験
」
の
み
を
頼

り
に
物
事
を
判
断
し
て
い
く
が
、

賢
者
は
、長
い
時
間
と
多
く
の
人
々

の
見
識
と
い
う
篩
に
か
け
ら
れ
た

「
歴
史
」
に
鑑
み
、
そ
れ
を
自
ら
の

判
断
基
準
と
し
て
い
く
▼
自
己
の

成
功
や
失
敗
に
依
拠
し
た「
経
験
」

は
、
時
間
的
に
も
社
会
的
に
も
範

囲
が
狭
い
。
思
い
込
み
が
強
い
分

だ
け
思
考
や
検
証
は
浅
く
な
る
。

そ
れ
は
、「
歴
史
」
の
持
つ
客
観
の

合
理
や
奥
深
さ
、
視
野
の
広
さ
に

は
較
ぶ
べ
く
も
な
い
。「
歴
史
」
の

重
み
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る

▼
母
校
百
年
の
歴
史
を
ま
と
め
る

作
業
が
続
い
て
い
る
。「
名
簿
」
は

百
年
の
間
に
、
約
二
六
、
○
○
○

名
が
確
か
に
在
籍
し
て
い
た
と
い

う
事
実
の
集
積
で
あ
り
、
会
員
一

人
ひ
と
り
の
活
動
の
履
歴
―
ま
さ

に
「
歴
史
」
で
あ
る
。「
名
簿
」
は

二
○
二
二
年
（
令
和
４
年
）
の
早

春
に
、「
屋
代
高
校
百
年
史
」
は
令

和
５
年
秋
に
完
成
す
る
。

編
集
委
員

�

徳
嵩　

芳
夫
（
高
19
回
）

�

吉
川　

正
徳
（
高
22
回
）

�

宮
原　

一
治
（
高
25
回
）

�

中
宮
由
紀
子
（
高
40
回
）

◇
鳩
の
目
◇

❖�
第
69
回
同
窓
会�

�
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

実
施
日
：
９
月
16
日（
木
）

会　

場
：
南
長
野
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

参
加
者
：
31
名

優
勝　
　

竹
下
公
丈
（
高
11
回
）

準
優
勝　

村
上　

巖
（
高
11
回
）

３
位　
　

竹
内　

保
（
高
11
回
）

【
連
絡
】

第
70
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

令
和
４
年
５
月
12
日
（
木
）

　

南
長
野
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

　

長
野
市
大
岡
中
牧
２
７
４
の
１

　

☎
０
２
６
・２
６
６
・２
０
０
０

会
員
訃
報
（
敬
称
略
）　
　
令
和
４
年
２
月
10
日
現
在

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

石
川
　
　
保（
中
16
）�

※　

調
査
中

笠
井
　
博
之（
中
17
）�

令
和
４
年
１
月
15
日

市
川
　
清
太（
中
18
－
５
）�

令
和
４
年
１
月
11
日

矢
島
　
久
和（
中
18
－
４
）�

令
和
４
年
１
月
30
日

和
田
　
　
実（
中
20
）�

平
成
31
年
３
月
30
日

竹
内
　
康
雄（
中
21
）�

令
和
３
年
６
月
21
日

平
井
　
義
望（
中
21
）�

令
和
３
年
６
月
５
日

中
沢
　
徳
繁（
中
22
）�

令
和
４
年
１
月
２
日

金
井
　
忠
吉（
高
１
）�

令
和
３
年
８
月
２
日

田
中
　
一
夫（
高
２
）�

令
和
３
年
９
月
27
日

西
村
万
壽
保（
高
２
）�

令
和
３
年
９
月
７
日

鈴
木
　
　
清（
高
３
）�

令
和
３
年
10
月
９
日

古
川
　
勇
夫（
高
３
）�

令
和
３
年
５
月
29
日

熊
井
　
　
功（
高
４
）�

令
和
３
年
３
月
11
日

竹
鼻
　
　
績（
高
４
）�

令
和
元
年
９
月
２
日

酒
井
　
芳
文（
高
５
）�

令
和
３
年
７
月
24
日

恩
田
安
太
郎（
高
６
）�

令
和
４
年
１
月
１
日

中
村
　
昭
男（
高
６
）�

令
和
３
年
１
月
28
日

宮
本
　
義
隆（
高
６
）�

令
和
２
年
５
月
12
日

西
沢
　
博
之（
高
７
）�

令
和
３
年
６
月
26
日

宮
入
　
英
俊（
高
７
）�

※　

調
査
中

宮
本
　
盛
三（
高
７
）�

令
和
３
年
11
月
28
日

荻
原
　
利
夫（
高
８
）�

令
和
３
年
７
月
31
日

大
日
方
和
雄（
高
８
）�

令
和
３
年
10
月
20
日

春
日
　
良
文（
高
８
）�

令
和
３
年
10
月
20
日

越
川
　
長
治（
高
８
）�

令
和
３
年
12
月
13
日

須
田
　
　
仁（
高
９
）�

令
和
２
年
11
月
13
日

宮
下
　
良
夫（
高
14
）�

令
和
３
年
７
月
７
日

宮
入
喜
七
郎（
高
15
）�

令
和
３
年
11
月
17
日

窪
田
　
芳
夫（
高
16
）�

令
和
３
年
６
月
３
日

宮
沢
　
清
治（
高
16
）�

令
和
３
年
11
月
27
日

米
沢
今
朝
一（
高
16
）�

令
和
２
年
３
月
６
日

宮
澤
　
洋
史（
高
16
）�

令
和
２
年
12
月
５
日

中
沢
　
輝
行（
高
17
）�

令
和
３
年
７
月
14
日

大
矢
　
好
明（
高
18
）�

令
和
３
年
４
月
16
日

神
尾
　
弘
道（
高
18
）�

令
和
３
年
６
月
12
日

豊
田
　
道
彦（
高
18
）�

令
和
３
年
８
月
３
日

山
崎
　
俊
吉（
高
19
）�

令
和
３
年
７
月
31
日

若
林
　
和
友（
高
19
）�

令
和
３
年
１
月
８
日

瀬
在
　
史
男（
高
20
）�

令
和
４
年
１
月
23
日

宮
島
　
勇
治（
高
22
）�

令
和
元
年
７
月
14
日

中
村
　
幸
綾（
高
47
）�

令
和
２
年
12
月
29
日

（
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
※
は
調
査
中
の
も
の
で
す
。）

《
Ｏ
Ｂ
会
便
り
》

２
０
２
１
イ
ン
タ
ー
ハ
イ 

　
水
泳
競
技
役
員
参
加
報
告

　
水
泳
班
Ｏ
Ｂ
会
会
長

�
三
浦
俊
幸
（
高
28
回
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年
中
止
さ
れ

た
水
泳
が
長
野
で
45
年
ぶ
り
に
８
／

17
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
開
会
さ
れ

た
。
会
場
は
競
泳
、
飛
び
込
み
が
ア

ク
ア
ウ
イ
ン
グ
で
、
水
球
は
長
野
東

高
校
で
。

　

そ
こ
に
、
水
泳
班
Ｏ
Ｂ
８
名
が
参

加
し
た
。役
員
資
格
が
な
い
者
は
講

習
会
に
出
て
資
格
を
取
得
し
、万
全

を
期
し
て
参
加
し
た
。屋
代
高
校
か

ら
は
10
年
ほ
ど
総
体
選
手
が
出
て
い

な
い
。
閉
会
式
後
、
来
年
は
屋
高
か

ら
選
手
が
出
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら

プ
ー
ル
を
後
に
し
た
。
後
輩
よ
、
頑

張
れ
！

弓
道
班
Ｏ
Ｂ
会 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
現
役
励
ま
す

　
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
長

　

�

飯
島
章
弘
（
高
39
回
）

　

令
和
３
年
７
月
に
新
潟
県
で
開
催

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
男
子
団
体
）

に
現
役
弓
道
班
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
全
国
大
会
出
場
を

激
励
す
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
百

名
を
超
え
る
大
勢
の
方
々
よ
り
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
前

に
、
役
員
が
屋
代
高
校
の
弓
道
場
を

訪
れ
、
松
坂
会
長
よ
り
激
励
の
言
葉

と
併
せ
て
、
班
員
の
皆
さ
ん
へ
お
渡

し
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様

方
に
は
、
日
頃
の

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
心

よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

御
寄
付
御
礼

塚
田
常
雄
様（
高
５
回
）２
万
円

山
﨑
裕
一
様（
高
９
回
）３
万
円

春
日
孝
寛
様（
高
21
回
）５
千
円

伊
藤
憲
一
様（
高
38
回
）３
万
円

鳩
の
会�

（
総
額
20・５
万
円
）

（
令
和
３
年
８
月
～
同
４
年
１
月
）

赤
地　

憲
一

様（
高
17
回
）

伊
藤　

博
光

様（
高
19
回
）

高
山　

吉
富

様（
高
19
回
）

徳
嵩　

芳
夫

様（
高
19
回
）

吉
川　

正
徳

様（
高
22
回
）

徳
永　

次
男

様（
高
25
回
）

宮
原　

一
治

様（
高
25
回
）

柴
田　

幸
一

様（
高
26
回
）

柳
澤　

修
嗣

様（
高
28
回
）

新
津　

知
可
子

様（
高
29
回
）

長
谷
川
は
る
み

様（
高
34
回
）

大
西　

禎
彦

様（
高
36
回
）

織　
　

英
子

様（
高
42
回
）

國
枝　

佳
代
子

様（
高
51
回
）

　

誠
に
あ
り
が
と
う

�
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結婚支援事業

　「マリーメイト鳩の会」
第１回　令和４年６月５日（日）
第２回　令和４年９月25日（日）
第３回　令和５年２月19日（日）
【申込�方法・お問い合わせ】　同窓会ホームページをご覧いただくか、同窓会事務局

（☎026－274－3310、平日午後２時～５時）までお問い合わせください。
【申込期間】　開催日の２週間前まで

　令和３年度は、コロナ禍の中で、計画した会は残念ながら実施できず、誠に申し訳ありませんでし
た。少人数でも何とか開催を、と努力いたしましたが、諸般の事情によりそれも叶いませんでした。令
和４年度は皆様のご期待に添えるよう役員・係一同努力する所存でございます。今後ともよろしくお
願いいたします。� （担当　副会長　高山吉富）

会場：同窓会館「鳩陵ホール」
時間：午後１時30分～３時30分

「無料法律相談会」
第１回　令和４年６月18日（土）　　第２回　令和４年11月19日（土）
第３回　令和５年３月11日（土）
【申込先】　�屋代高等学校同窓会事務局�

（電話）026－274－3310
【受付期間】　�各開催日の４週間前～１週間前までの間の平日午後２時～４時。電話のみ

の対応です。なお、定員になり次第受付終了となります。
※ 詳細はホームページでご覧いただけます。

　同窓会会員の弁護士による令和３年度無料法律相談会は、６月26日、11月20日と実施され、令和４
年３月５日にも実施します。本年度は、新型コロナ感染防止の対策をとった上で実施し、１回目では２
名、２回目には５名（組）が相談を受けられました。いずれも同窓会員と千曲市民の方々でした。
　同窓会館のまだ木の香りが残る相談室において、ゆっくりと時間をかけて相談者のお話を聞くことが
でき、相談者はその心配事解決の糸口を掴まれたものと思います。心配事というものは、信頼できるに
人に話をして聞いてもらうだけでも、ずいぶんと楽になります。
本年度は、同窓会会員とその家族及び千曲市市民と千曲市内に勤務される方から相談を受けましたが、
次年度は、更にPTAの皆さんからも相談を受け付けます。
令和４年度は、上記の通りの日程で実施する予定です。１日あたり最大８名まで、相談時間は１人30分
程度として実施します。長野市、千曲市、上田市で活動する５名の弁護士が、相談を担当します。詳細
は同窓会のホームページや千曲市報、パンフレットをご覧頂き、同窓会事務局でご予約ください。
� （担当　副会長　柳澤修嗣）

会場：同窓会館「鳩陵会館」
時間：午前10時～12時
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